
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「歯科情報の利活用推進事業（歯科診療情報による身元確認の

ためのデータベースに関する検証等）に係る研修業務・運営一式」 

 

報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023年 3月  

 

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ 
 

 

 

 

 

 



 

1 

 

目次  

1. 本研修の目的 ...................................................................................................................... 2 

2. 研修会プログラム ............................................................................................................... 3 

3. 研修会概要 .......................................................................................................................... 5 

4. 研修会実施後受講者アンケート ....................................................................................... 11 

5. まとめ ............................................................................................................................... 17 

別添：アンケート一覧 ............................................................................................................. 18 

 



 

2 

 

1. 本研修の目的 

東日本大震災において、身元不明遺体の歯科所見と歯科医療機関(病院、歯科診療

所)が所有する生前の歯科診療情報を照合・鑑定することによる身元確認の有効性が

改めて示された。一方で、身元確認を行うための歯科診療情報の標準化が図られてお

らず、身元確認作業に困難をきたした事例が見受けられた。 

これらの経緯から、災害時等の歯科所見を用いた身元確認を効率的かつ効果的に実

施できるよう、歯科診療情報の標準化に関する実証事業（平成 25～28 年度）、歯科

情報の利活用及び標準化普及実証事業（29年度～）を実施し、「口腔診査情報標準

コード仕様」 （歯科情報の保存形式を統一化しレセプトコンピュータから出力する

ための標準規約、以下「標準コード仕様」という。）を作成し、本仕様を歯科情報に

よる個人識別に用いることが可能であることが示された。また、標準コード仕様は、

令和 3年 3月 26日に厚生労働省における保健医療情報分野の標準規格として認めら

れたところである。 

歯科情報による身元確認を推進するため、令和 2年 4月から施行されている死因究

明等推進基本法においては、身元確認に係る歯科情報のデータベースの整備が求めら

れている。 

本研修会では、広く歯科医療関係者（大学関係者、歯科医師、歯科関係ベンダ等）

に歯科診療情報の標準化・データベースの意義、必要性、活用可能性について理解を

深めていただくために、歯科診療情報データベース構築の基盤作りを進めていくこと

を目的として、「歯科ビッグデータ活用の未来に向けて」と題して開催した。 
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2. 研修会プログラム 

研修会のプログラムは図表 2-1の通りである。今回の研修会は 2部構成で開催し

た。前半はこれまでの「口腔診査情報標準コード仕様」ができるまでの経緯や「口腔

診査情報標準コード仕様」の概要についての説明や講演、後半は、「口腔診査情報標

準コード仕様」の活用方法や今後の歯科情報データの活用可能性について講演をいた

だいた。 

なお、今回の研修会は WEB（ウェビナー）形式で開催した。 

 

研 修 会 名 歯科ビッグデータ活用の未来に向けて 

開 催 日 時 【WEB 開催】 

・日時：令和 5年 3月 4日（土）13：00～15：00 

研修会当日 

プログラム 

１：開会あいさつ 

大坪真実氏（厚生労働省 医政局 歯科保健課 課長補佐） 

２：講演 

講演 1：歯科情報の利活用推進の経緯について 

大坪真実氏 
厚生労働省 医政局 歯科保健課 課長補佐 

講演 2：「口腔診査情報標準コード仕様」のしくみとねらい  

玉川裕夫氏  
（公社）日本歯科医師会 嘱託 
大阪大学大学院歯学研究科 招へい教員 

講演 3：歯科情報を活用した身元確認の迅速化 

～身元確認データベースの構築に向けて 
青木孝文氏 
東北大学 理事・副学長 

講演 4：歯科情報を利活用するメリットと期待 

井田有亮氏 
東京大学大学院医学研究科 特任講師 

講演 5：医療情報の保護と利活用 

山本龍彦氏 
慶應義塾大学大学院法務研究科 教授 
 

３：質疑応答 

４：閉会あいさつ 

柳川忠廣氏（公益社団法人日本歯科医師会 副会長） 

図表 2-1 歯科情報の標準化に関する研修会プログラム 

 

参加者募集は、各都道府県歯科医師会及び日本歯科コンピュータ協会、保健医療福

祉情報システム工業会（JAHIS）、各大学歯学部にご協力いただいた。（図表 2-2） 
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図表 2-2 研修会案内チラシ 
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3. 研修会概要 

参加申込者数は 93 名で、当日の参加者のうちアンケートへの回答者は 33名であっ

た（図表 3-1 研修会参加者の状況）。 

 

図表 3-1 研修会参加者の状況 

 

 

当日は、厚生労働省医政局歯科保健課 課長補佐 大坪真実氏より、過去の災害等の

現状や令和 2年 4月から施行されている死因究明等推進基本法等により今回の研修会

開催に至った経緯等の概要についてご挨拶いただいた。 
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講演 1 では、厚生労働省医政局歯科保健課 課長補佐 大坪真実氏より【歯科情報の

利活用推進の経緯について】として、歯科情報の利活用促進にあたって、その背景と

なる日本の人口動態などの情報を解説いただいた後、これまでの歯科情報の利活用に

関わる事業経緯などについて、実際の事業の内容を交えてお話しいただいた（図表 

3-2）。 

 

 

図表 3-2 講演 1講演風景 
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講演 2 では、公益社団法人日本歯科医師会 嘱託 玉川裕夫氏より【「口腔診査情報

標準コード仕様」のしくみとねらい】としてご講演いただいた。「口腔診査情報標準

コード仕様」による最新の口腔状態を電子的に記録する『しくみ』について、また、

厚生労働省標準規格及び歯科に関わる規格について、『ねらい』についてお話しいた

だいた（図表 3-3）。 

 
 

図表 3-3 講演 2講演風景 
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講演 3 では、東北大学 理事・副学長（企画戦略総括 ,プロボスト ,CDO）青木孝文

氏より【歯科情報を活用した身元確認の迅速化 ～ 身元確認データベースの構築に向

けて】として、身元確認データベースの必要性、東日本大震災の教訓、今後検討すべ

き課題について、また、身元確認データベースの実現方式についてご講演いただいた

（図表 3-4）。 

 

図表 3-4 講演 3講演風景 

 

  



 

9 

 

講演 4 では、東京大学大学院 医学研究科 特任講師 井田有亮氏より【歯科情報を

利活用するメリットと期待】として、標準化の意義や日本における医療情報標準化の

実際について解説いただいた上で、歯科医療における DX推進に向けた考え方、デー

タ流通に必要な要素についてご講演いただいた（図表 3-5）。 

 

 
 

図表 3-5 講演 4講演風景 
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講演 5 では、慶應義塾大学 教授 山本龍彦氏より【医療情報の保護と利活用】と

して、個人情報の保護に関する国際的な検討動向と、情報の自己決定権の考え方につ

いてご講演いただいた（図表 3-6）。 

 

図表 3-6 講演 5講演風景 

 

 

 

最後に閉会挨拶として、公益社団法人日本歯科医師会 副会長 柳川忠廣氏より、現

時点での「口腔診査情報標準コード仕様」で情報を収集する実施可能な方法の概要や

歯科情報の活用可能性の幅が広いこと等、今回の各演者の講演内容の総括をお話しい

ただいた。また、歯科医師の受講者へは歯科情報の提供を、歯科ベンダの受講者へは

「口腔診査情報標準コード仕様」の出力の実装を要望し、「口腔診査情報標準コード

仕様」の実装は歯科の社会貢献のためにも必要であるとのメッセージをいただいた。 

 

なお、本研修会の内容は今後、日本歯科医師会 HPで公開し、歯科情報の標準化の

必要性を広く周知するためのツールとして活用していく予定である。 
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4. 研修会実施後受講者アンケート 

 受講者アンケートの回答数は 33件であった。回答者の属性は歯科医師（診療

所・病院と大学等教育機関含む）が約 5割、歯科ベンダが約 3割であった。「口腔診

査情報標準コード仕様」を本研修会に参加する前から知っていたのは回答者の 9割以

上であった。研修会の理解度は非常に高く、多くの参加者に理解いただけた。 

また、「口腔診査情報標準コード仕様」のファイル出力の実装状況は、全体として

は「実装する予定はない」と「不明」が半数を占め、「実装している」は 1 割未満で

あったが、歯科ベンダに関しては、実装に前向きな回答が多い傾向であった。さら

に、今回の研修会を通じて「口腔診査情報標準コード仕様」のファイル出力の実装の

必要性を 9割以上の者が感じていた。 

ファイル出力の実装にあたっての課題（ベンダ）は、「コスト負担が大きい」が最

も多く 8割以上であった。歯科医師については、「口腔診査情報標準コード仕様」に

基づくデータベースが完成した際に、歯式情報をデータベースに「提出してもよい」

「条件によっては提出してもよい」が 8割以上であった。歯科情報の提供に際しての

課題は、「口腔診査情報標準コード仕様にデータを対応させること」「個人情報関係

への懸念」が 6割以上で、次いで「歯式情報の登録に負担がかかる」が約 6割であっ

た。 

利活用の観点において、「口腔診査情報標準コード仕様」の活用が期待できるまた

は活用可能性がある場面は、今回の講演テーマの「身元確認」が約 9割で最も多く、

「地域連携（約 7割）」「PHR（約 5割）」「研究（約 5割）」も多くの回答があっ

た。 

今後の研修会に向けて、「歯科情報利活用」分野における講演で聴講したい内容と

しては、歯科情報がどのように PHR 等へ盛り込まれていくのか、画像データの活用に

ついて、具体的な施策についての希望等があった。その他、「口腔診査情報標準コー

ド仕様」の実装に向けてご意見・ご提案等では前向きなコメントが多数あった。 

アンケート集計結果は以下の通りである（図表 4-1～図表 4-6）。 
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図表 4-1 今回の研修会に参加する前からの「口腔診査情報標準コード仕様」認知度

（N=33） 

 

 

 

図表 4-2 今回の研修会の理解度 (N=33) 
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（その他の内容）使用者の目的理解度のばらつきが大きい 

図表 4-3 実装するにあたっての課題（ベンダ N=10） 

 

 

 

図表 4-4 歯式情報のデータベースへの提供意向（歯科医師 N=13） 
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図表 4-5 活用が期待できるまたは活用可能性がある場面（複数回答可）(N=33) 

 

図表 4-6 匿名情報として二次利用（研究等）することに懸念があるか（N=30） 
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◆ どのような点で二次利用に懸念を感じるか 

➢ セキュリティ 

➢ 匿名化されたデータではあるが、個人情報保護の観点、患者からの同意取付の

範囲などの懸念が少なからずある 

➢ 情報がかえられたり、まもれなかった場合 

➢ 匿名化することのデメリット 

➢ 匿名加工技術や法整備について． 

➢ データの二次利用に際し、患者および医療機関の同意をどのように得ていく

か。 利用する目的が異なる場合、すべて同意を得る必要があるのか？ 

➢ 個人情報保護に関する関心が高くなり、漏洩に対する対応も厳しくなってい

る。もし漏れた場合、その責任がレセコンのソフトにあるのか、通信業者にあ

るのか、また、マルウエアがどこから入ったのか？責任の所在も難しい 

➢ 研究目的の明確化やプライバシー保護の担保 

➢ 情報取り扱いのガイドライン 情報セキュリティのリテラシー 

➢ 入力誤りの影響がおおきい、また、歯科では診療中に電子カルテの入力時間が

とりにくい 

➢ どのような内容のものに利用されるのかわからないため。 

➢ 個人情報の取扱い 

 

 

 

◆ 「歯科情報利活用」分野における講演で聴きたい内容（7） 

➢ 今回は身元確認が主な目的である講演であったが、もっと広義に渡る活用例

などの紹介を今後の展望など 

➢ 東日本大震災の際の宮城県における歯科情報による身元確認状況 

➢ 本日の講演５はプライバシー保護に関する考え方や国内外の法的整備状況に

関する大変有益な講演でした．続きを是非お願いします． 

➢ 地域医療連携での活用や PHRの活用の方向性について 

➢ 身元確認に関して 

➢ 実用事例を聞きたい 

 

◆ 研修会全体へのご意見・ご要望（14） 

➢ 口腔診査情報標準コード仕様は HL7v2.5形式での出力となるが、実装してい

るベンダは皆無と理解している。HL7FHIR による出力仕様とし、実装について

は、医科で検討されている医療情報化支援基金による補助を個別医療機関で

なく、ベンダに開発費として渡して標準機能として実装されていないと先に

は進まないと思われる。 

➢ 強力に推進していただきたい 
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➢ ・国の援助(費用・人材)が必須。 ・医療機関の意識向上が必要。 ・保険算

定情報の明確化、統一化が必要。 

➢ 費用負担、入力負担をなくしてほしい 

➢ ①何年から稼働することを想定しているのでしょうか？ ②実装されたら、都

道府県別残存歯数や補綴歯数等がクリアになるでしょうが、こういった事が

公表されることによってランキング化・比較化され、平均寿命や健康寿命と

同じように安易に優劣がつけられることに懸念します。  医療の目的は『患

者さんの幸福』であって、何かと比較すべきものでは無いと考えます。デー

タの扱いには倫理・心理的にも十分配慮して慎重に行っていただきたいと思

います。 

➢ 啓発運動 

➢ 問い合わせても無い、あったとしても使用するフィールドがない。 

➢ 貴重なご講演をありがとうございました。 オン資の件でもなかなか対応でき

ない方もおられますが、大災害が予測される中、少しでも多くの診療所が実

装できるようにご配慮をお願い致します。 

➢ レセプトを歯式と歯科処置が紐付いた仕組みにすれば、口腔診査情報標準コ

ード仕様による歯科情報の利活用を飛躍的に向上すると思います。 

➢ 大災害が発生した場合に、すぐに身元検索に利用できるように、全国の歯科

医療機関のデータを蓄積しておくべき 

➢ 他の方法としてパノラマＸ線情報の利用はどんなものか。伺いたい。 
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5. まとめ 

今年度の研修会においては、歯科情報の標準化、また利活用に向けた取組状況、課

題や将来像について講演をいただいた。 

昨年度の事業においては、次の課題が抽出されている。 

 レセプトデータによる身元検索の精度向上について 

 データベースの利用や管理責任等の運用について 

 健診データモデルの電子化について 

 歯科標準データの身元確認の他への利活用展開について 

 

医療 DX推進本部が令和 4年に設置され、医療情報の利活用について議論、推進さ

れ、また、歯科分野の医療情報についても、情報の標準化、ネットワーク化により、

安全な流通が期待される。 

今後、大規模災害等の発生等に備えて身元確認のためのデータベースの構築が早急

に必要となる。実現に向けての課題解決について、次年度以降も引き続き検討するこ

とが望まれる。 
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別添：アンケート 
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